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「地下」と「月」が問題だ！　覚醒第５弾！

SAMPLE



SAMPLE



世界の家畜養頭数
牛　13億 8224 万頭　　豚　　9億 4121 万頭
羊　10億 7127 万頭　　鶏　185 億 5500 万羽
FAOSTAT(http://faostat.fao.org/）2009 年統計値

地球の人口
70億人

（2010 年推計）

宗教信仰などを通じ、 
人間の生け贄を提供させ、 
想念エネルギーをかき集めてきた。 

爬虫類人（神々）も生きるためには食糧が必要。
人間と同じように、食糧の確保に必死なのである。

畜産業者

第 四 密 度第 三 密 度

取引

飼育

支配
（権力）

畜肉

マネー
消 費 者

爬虫類人
ハイブリッド

（ブルーブラッド）
「神との契約」
人間の血肉と
想念エネルギー

知識・技術
爬虫類人
（神 々）

第
四
密
度
の
爬
虫
類
人
に
と
っ
て
、
彼
ら
を
代
理
す
る
神
に
崇
拝

者
た
ち
の
意
識
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
操
る
世
界
の
諸
宗
教
は
、

素
晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。（
第
11
章
）

爬 虫 類 人 も 生 き て い る 

SAMPLE



太古の昔、人間が怖がるようになったためか、爬虫類人は
身を隠し（神々が見えなくなり）、ハイブリッド人間（ブルー
ブラッド）を創造して人間の支配を代行させることにした。

いわゆる「アセンション」が次元上昇を意味するならば、
我々の現実世界である第三密度の次元が上昇し、第四密度
とオーバーラップすることで、見えなくなっていた爬虫類
人が姿を現すことになるのではなかろうか。特に地球を支
配している爬虫類人は、第四密度の中でも低層にいるため、
真っ先にオーバーラップするだろう。

彼らの存在に気付いても人間が反乱することのないよう、
世界政府による厳重な管理体制の完成（軍と警察力の集中）
を急いでいると解釈すれば、現在の世界情勢も納得できる
というものだ。

訳者　為清勝彦 

映
画
『
ゼ
イ
リ
ブ
』
で
、

テ
レ
ビ
塔
か
ら
の
信
号
が
停
止
さ
れ
る
と
、

人
間
た
ち
に
は
突
然
Ｅ
Ｔ
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。（
第
19
章
）

↑（
高
い
）　
振
動
の
周
波
数
　（
低
い
）↓

ア
セ
ン
シ
ョ
ン

ア セ ン シ ョ ン（次 元 上 昇）す る と・・・

第四密度第四密度

第三密度
第三密度

SAMPLE



6

各
巻
の
構
成

【
第
1
巻
】
我
々
は
通
常
、
自
分
の
身
体
や
も
の
の
考
え
方
、
自
分
の
名
前
な
ど
を
も
っ
て
「
自
分
」
と
思

っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
第
1
章
）、
そ
し
て
、
ア
イ
ク
が
1
9
9
0
年
に

覚
醒
の
旅
を
始
め
る
ま
で
に
辿た
ど

っ
た
人
生
経
験
の
必
然
性
（
第
2
章
）、
覚
醒
の
旅
を
始
め
て
以
降
、
世
間

か
ら
大
々
的
に
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う
さ
れ
る
こ
と
で
真
の
自
由
を
得
た
こ
と
（
第
3
章
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
第
2
巻
】
第
4
章
よ
り
、
ア
イ
ク
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
真
実
の
解
明
の
内
容
が
、
解
明
を
行
っ
た
順
に

（
解
明
に
導
か
れ
た
順
に
）
紹
介
し
て
あ
る
。
太
古
の
「
黄
金
の
時
代
」
の
終し
ゆ
う

焉え
ん

を
も
た
ら
し
た
地
殻
変
動

（
大
洪
水
）
の
後
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
に
出
現
し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
。
そ
れ
が
、
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
（
バ
ビ
ロ
ン
ド
ン
）
と
変
遷
し
、
今
日
の
世
界
支
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た

（
第
4
章
）。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
地
球
規
模
の
蜘く

蛛も

の
巣
（
ウ
ェ
ブ
）、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
支
配
構
造
（
第
5
章
）。

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
の
中
核
を
な
す
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
そ
の
金
融
支
配
の
手
口
（
第
6
章
）。「
ユ
ダ

ヤ
の
陰
謀
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
陰
謀
を
巡
ら
し
て
い
る
の
は

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
（
第
7
章
）。

【
第
3
巻
】
人
類
支
配
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
①
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
問
題
を
作
る
↓
人
々
に
反
応
さ
せ
る
↓
支

SAMPLE



7

配
に
都
合
の
よ
い
解
決
策
を
実
施
）、
②
全
体
主
義
者
の
忍
び
足
に
つ
い
て
、
9
･
11
事
件
、
地
球
温
暖
化

詐
欺
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
し
て
解
説
（
第
8
、
第
9
章
）。

【
第
4
巻
】
人
間
の
基
本
的
な
行
動
や
感
情
を
支
配
す
る
爬
虫
類
脳
。
現
在
の
人
類
は
爬
虫
類
人
の
遺
伝
子

操
作
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
（
第
10
章
）。
世
界
各
地
の
古
代
神
話
・
伝
説
・
信
仰
に
共
通
す
る
蛇
崇
拝
は
、

現
在
の
悪
魔
崇
拝
や
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
第
11
章
）。

【
第
5
巻
】
言
語
に
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
蛇
の
人
類
支
配
を
言
語
学
の
視
点
で
分
析
（
第
12
章
）。
爬
虫
類
人

は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
（
地
下
世
界
、
変
身
の
こ
と
な
ど
）（
第
13
章
）。
月
は
、
自
然
の
天
体
で
は
な
く
、

工
作
さ
れ
た
宇
宙
船
で
あ
る
可
能
性
を
検
証
（
第
14
章
）。

【
第
6
巻
】
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
聞
こ
え
た
「
声
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
愛
だ
け
が
真
実
で
あ
り
、
他
は

何
も
か
も
錯
覚
だ
っ
た
（
第
15
章
）。
人
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
た
と
え
、
宇
宙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
た

と
え
る
ア
イ
ク
の
宇
宙
論
（
第
16
、
17
章
）。
時
間
と
空
間
と
い
う
錯
覚
（
第
18
章
）。

【
第
7
巻
】
月
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。
月
か
ら
の
人
類
支
配
の
仕
組
み
（
第
19
章
）。

【
第
8
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅰ
人
口
削
減
と
心
身
へ
の
攻
撃
（
第
20
〜
22
章
）。

【
第
9
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅱ
世
界
政
府
と
自
由
の
剝は
く
奪だ
つ
（
第
23
〜
25
章
）。

【
第
10
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅲ
社
会
福
祉
の
正
体
（
第
26
〜
28
章
）
と
結
び
。

SAMPLE



目
次　
人
類
よ
起
ち
上
が
れ
！　
ム
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
﹇
覚
醒
篇
⑤
﹈

第
12
章　
暗エ

ン
コ
ー
ド

号
化
さ
れ
た
真
実

蛇監

視

者
人
種
は
暗コ

ー
ド号

と
象シ

ン
ボ
ル徴

で
人
類
を
誑征

服
す
る

か
す　
16

こ
ん
に
ち
は
、
水
兵
さ
ん
│
│
蛇「

天
の
船
」、「
上
の
海
」、キ
ン
グ
シ
ツ
プ
、ロ
ー
ド
シ
ツ
プ
ｅ
ｔ
ｃ

た
ち
の
お
好
み
は
海
事
用
語　
20

「
天
使
た
ち
」と
は
誰
か
？
│
│
蛇強

姦
犯、

蛇略
奪
者、

蛇
ヤ
ハ
ウ
エ　

24

蛇征
服
軍

の
聖
職
者「
サ星

の

人

々

ー
ビ
ア
ン
」は
ア

バ
ビ
ロ
ン
と
テ
ー
ベ

モ
ン（
ア蛇

の
神
の
名

ー
メ
ン
）を
拠
点
に　
32

ソ
秘

密

ダ
リ
ス
ト
、
サ黒

い
ウ
ド
、
黒寡

頭

勢

力

い
貴
族
、
ソフ

エ
ビ
ア
ン
協
会

シ
ア
リ
ス
ト
、
ザ監

視

者

ド
ク
派
、
メ救

世

主
セ
ー
、
サエ

ツ
セ
ネ
派
へ

ド
カ
イ
派　
37

カ頭

蓋

骨

プ
ト
ル
で
通
底
│
│
キ米

国

会

議

事

堂

ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
、
バ雌

山

羊

の

頭

フ
ォ
メ
ッ
ト
、
ゴイ

エ
ス
の
磔

ル
ゴ
ダ
、
モ子

供
に
危
害

サ
ド
、
ナユ

ダ
ヤ
教
司
祭

チ
ス　
40

SAMPLE



蛇生
け
贄
・
飲
血
が
身
上

は
姿
を
変
え
る
│
│
モ山

羊
ロ
ク
、
ト
カ
ゲ
、
パ男

根ン
、
梟リ

リ
ス、

竜
、
鷹
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
不フ

エ
ニ
ツ
ク
ス

死
鳥
、
鳩

コ
ル
ン
バ、

鷲無
敵　

44

蛇「
神
と
の
契
約
」

の
約
束
│
│
ハ相

互
交
配
（
混
血
）
と
人
間
の
子
供
の
提
供

イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋
体
制
の
維
持
条
約　
51

第降

伏

条

約

の

一

つ

一
子
を
生
け
贄
に
、
代割

礼

が

暗

示

替
に
爬
虫
類
人
の
子
孫　
58

「
選爬

虫
類
人
が
人
類
に
強
制
し
た
契
約

ば
れ
た
民
」と「
神
」と
の「
契
約
」　
64

全サ
ー（
殿
下
）は
サ
ー
パ
ン
ト（
蛇
）

て
蛇
絡
み
│
│
ア

肋
骨（
リ
ブ
）が
イ
ブ
に

ダ
ム
、
エ供

物
の
場

デ
ン
、
ア

包

囲

物

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス　
66

火
星
人
が
来
て
い
た
│
│「
赤シ

ン
ボ
ル
は
赤
十
字

い
人
」
ア
ダ
ム　
76

第
13
章　
そ
れ
で
、
彼
ら
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？

爬第

四

密

度

虫
類
人
は「
秘ゲ

ー
ト
ウ
エ
イ

密
の
玄
関
」で
次
元
間
移
動
す
る　
80

人第
三
密
度
で
は
肉
体
を
、第
四
密
度
で
は
恐
怖
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

間
を
常
食
す
る
爬
虫
類
人　
83

地苦
悶
す
る
醜
悪
奇
怪
な
生
物
！

下
に
あ
る「
地
獄
」│
│
地

、セ
ド
ナ
、デ
ン
バ
ー
空
港

51

ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
、ド
ウ
ル
セ
、チ
ヤ
イ
ナ
レ
イ
ク
、シ
ヤ
ス
タ
山
、エ
リ
ア

下
基
地
と
洞
窟
都
市
は
貫
通
し
て
い
る　
86

瞬ビ
ー
ム
転
送

間
移
動
で
火
星
の
地
下
基
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
出
席　
91

SAMPLE



ニ巨
大
な
地
下
に
は
寄
生
虫
！
地
表
宿
主
を
操
り
食
す
！

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
最
大
級
の
ド
ラ
コ
の
巣　
97

地ア
ガ
ル
タ
、シ
ヤ
ン
バ
ラ
、キ
ガ
ル（
蠍
人
）、ヘ
ル
、ガ
ラ
、バ
ズ
ズ
、門
神
、河
童

下
世
界（
地
獄
）を
古
代
人
は
知
っ
て
い
た　
100

「
エ
イ
リ
ア
ン
」は
下エ

ネ

ル

ギ

ー

認

識

層
の
心（
マ
イ
ン
ド
）を
誘
拐
す
る　
102

地妖
精
、ナ
ー
ガ（
蛇
）、エ
ル
フ（
小
人
）、蛙
の
王
子

下
世
界
の
爬
虫
類
人
の
こ
と
が
民
話
に
は
充
満
し
て
い
る　
103

変取
り
替
え
つ
子

身
者（
シ
ェ
イ
プ
シ
フ
タ
ー
）│
│
人Ｄ

Ｎ

Ａ

間
コ
ー
ド
維
持
に
は
吸
血　
107

トア
ト
ラ
ン
テ
イ
ス
の
祭
司
王

ー

ト
の
エ「

影
の
存
在
の
子
供
た
ち
」
が
現
実
を
操
つ
て
い
る
！

メ
ラ
ル
ド
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
暴
露　
110

露
骨
な
フ
ー
ル
ー
の
Ｃ
Ｍ「
僕ド

ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
君
た
ち
の
脳
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
あ
げ
よ
う

た
ち
は
エ
イ
リ
ア
ン
だ
か
ら
、
い
つ
も
こ
う
な
ん
だ
」　
114

第
14
章　
宇
宙
船「
月
」

「
月

!!

さ
す
が
、ア
ー
ウ
イ
ン・シ
ヤ
ピ
ロ
の
卓
見
！
異
常
現
象
の
月
が
人
工
物
な
ら
あ
り
う
る

は
観
測
エ
ラ
ー
だ
。
月
は
存
在
し
な
い
」　
120

異「
驚
く
し
か
な
い
」地
球・月・太
陽
の
数
字
遊
び

常
な
ま
で
の「
偶
然
」│
│「
巨爬

虫

類

人

の

設

計

石
ヤ
ー
ド
」の
暗
号　
126

空
洞
の
月
│
│「
鐘
の
よ
う
に
鳴
っ
た
」月

号
ミ
ツ
シ
ヨ
ン

12

ア
ポ
ロ

着
陸
船
の
衝
突
音　
131

SAMPLE



月
は
知エ

イ
リ
ア
ン

性
体
が
絶
妙
に
建
造
し
た
太
古
宇ノ

ア
の
箱
舟

宙
船　
134

月豊
富
な
チ
タ
ン
、損
傷
修
復
装
置
・
物
質
貯
蔵
、月
の
裏
側
の
隆
起
、水
蒸
気
爆
発
ｅ
ｔ
ｃ

が
完
璧
な
人
工
物
で
あ
る
こ
れ
だ
け
の
理
由　
138

爬
虫
類
人
の
月で

、フ
オ
ー
ト・ノ
ツ
ク
ス
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
金
塊
の
謎
が
解
け
る

で
の
活
動
に
は
金
が
不
可
欠
⁉ 　
141

宇天
変
地
異
を
操
作
し

宙
征
服
の
た
め
の「
死火

星
の
衛
星
フ
オ
ボ
ス
も

の

星
」　
144

古月
は「
神
々
」の「
戦
車
」

代
の
証
拠
│
│
爬美

し
く
穏
や
か
で
瑞
々
し
く
緑
の
茂
っ
た
環
境
が
大
惨
事
！

虫
類
人
と
月
の
到
来
で
地
球
は
別
世
界
に
！　
151

「
月先

住
権
を
主
張
す
る
プ
ロ
セ
レ
ネ
人
、
モ
ズ
セ
族

以
前
」の
時
代
を
伝
え
る
民
話　
157

「
人「

超
巨
星
」
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス

間
は
オ
リ
オ
ン
座
か
ら
」│
│
ム両

性
具
有
の
「
赤
い
世
界
」

パ
ラ
ラ
ツ
ァ
ニ
が「
エ追

放
さ
れ「
蝿
の
王
」に

デ
ン
の
園
」！　
158

「
神地

球
外
の
存
在
の
碑
文
も
！

々
」の
痕
跡
│
│
テ１

０
０
〜
１
５
０
ト
ン
も
の
巨
石

ィ
ア
ワ
ナ
コ
の
建
造　
161

月
面
の
構橋

、ド
ー
ム
、オ
ベ
リ
ス
ク

造
物
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
地
球
外
生
命
体　
163

ウ
ル
フ
軍
曹
は
月
の「
暗裏

側
黒
面
」に
あ
る「
エ実

際

は

内

部

へ

の

入

り

口

イ
リ
ア
ン
の
基
地
」の
画
像
を
見
た
！　
167

「
ムモ

ン
ス
タ
ー
（
怪
物
）

ー
ン
ス
タ
ー
」│
│
月
は
次爬

虫
類
御
用
達
出
入
り
口

元
間
ポ
ー
タ
ル　
170

月ア
ポ
ロ
計
画

面
着
陸
の
噓
│
│
月承

知
で
請
け
負
っ
た
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ユ
ー
ブ
リ
ツ
ク

の
真
相
を
隠
す
た
め
の
ト
リ
ッ
ク
映
像　
173

宇
宙
船
で
あ
る
月
は
、
想
像
を
絶
す
る
戦
闘
と
破惑

星
一
つ壊

に
関
わ
っ
て
い
る　
178

SAMPLE



コ
ラ
ム　
日
本
の
「
爬レ
プ
テ
イ
リ
ア
ン

虫
類
神
」　

レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
は
す
ぐ
そ
こ
に
い
る　
182

こ
の「
事
実
」を
ど
う
説
明
す
る
？　
184

縄
文
土
偶
と
人
類
創
造　
186

縄
文
土
器
に
秘
め
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
暗
号　
193

水
田
の
風
景
は
日
本
の
伝
統
な
の
か
？　
197

前
方
後
円
墳
と
水
利
事
業　
201

日
本
文
化
の
根
底
に
あ
る
蛇
の
神　
210

竜
と
蛇　
218

生
け
贄　
229

食
べ
ら
れ
る
快エ

ク
ス
タ
シ
ー感　

242

SAMPLE



対
立
軸
は
ど
こ
に
あ
る
？　
248

良
い
爬レ

プ
テ
イ
リ
ア
ン

虫
類
神
、
悪
い
爬レ

プ
テ
イ
リ
ア
ン

虫
類
神
│
│「
水
戸
黄
門
」的
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
解
釈　
258

蛇
に
秘
め
ら
れ
た
原
初
の
謎　
262

故
郷
へ
の
帰
り
道
を
示
す
標
識
│
│
性
愛
と
ク
ン
ダ
リ
ー
ニ　
268

ア
イ
ク
に
20
年
先
駆
け
た
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
説
？　
276

校
正　
麦
秋
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

編
集
協
力　
守
屋
汎

●
凡
例　
本
文
中
〔　
　
〕
内
は
訳
者
註
釈
。

SAMPLE



英
知
は
言
葉
そ
の
も
の
に
は
存
在
し
な
い
。

英
知
は
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
真
意
で
あ
る
。 

ハ
リ
ー
ル
・
ジ
ブ
ラ
ー
ン

第
12
章

暗エ
ン
コ
ー
ド

号
化
さ
れ
た
真
実

SAMPLE
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蛇監

視

者
人
種
は
暗コ

ー
ド号

と
象シ

ン
ボ
ル徴

で
人
類
を
誑征

服
す
る

か
す　

　
本
書
を
執
筆
し
て
い
る
間
に
も
、
私
の
人
生
に
お
け
る
共シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
イ

時
性
が
何
度
も
繰
り
返
し
発
生
し
た
。
絶
妙

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
私
に
届
け
ら
れ
る
の
だ
。
そ
の
典
型
例
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ニ
ー

ル
・
ヘ
イ
グ
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
で
、
そ
れ
に
添
付
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
彼

の
友
人
ピ
エ
ー
ル
・
サ
バ
ク
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
の
作
品
だ
っ
た
。
サ
バ
ク
は
、「
比
較
言
語
学
者
・
シ
ン
ボ

ル
学
者
」
で
あ
る
。

　
私
は
欧
州
と
米
国
を
講
演
ツ
ア
ー
で
回
り
な
が
ら
、
ピ
エ
ー
ル
の
本
を
読
み
、
こ
の
章
を
書
い
た
。
そ
の

情
報
は
実
に
興
味
深
く
、
事
実
の
裏
付
け
と
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。『
現
実
の
殺
害
』
は
、

い
か
に
し
て
蛇
人
種
と
そ
の
人
類
征
服
が
、
古
代
の
言
語
と
文
書
に
暗
号
化
さ
れ
た
か
を
示
す
、
単
語
の
派

生
・
関
連
性
・
真
意
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
単
語
と
意
味
が
「
現
代
の
言
語
」
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
サ
バ
ク
は
、
私
が
本
書
で
明
か
し
て
い
る
陰
謀
の
主
な
内
容
を
暗
号
と
し
て
含
む
、
相
互
連
動

し
た
単
語
と
意
味
を
解
明
す
る
た
め
、
お
よ
そ
7
年
を
費
や
し
て
辞
書
や
文
書
を
詳
細
に
調
べ
た
。
以
下
の

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

・
人
類
を
支
配
し
て
い
る
蛇
人
種
（
神
々
）
は
、「
大
洪
水
」
に
象
徴
さ
れ
る
地
殻
変
動
に
関
与
し
て
い

SAMPLE
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る
。

・
歴
史
を
通
じ
、
王
族
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋
は
根
本
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
世
界
を
支
配
す
る
「
イ

ブ
」
の
血
筋
と
蛇
人
種
。「
イ
ブ
」
は
、「
生ラ
イ
フ命
」
と
「
蛇
ス
ネ
ー
ク」
と
同
義
語
。

・「
輝
け
る
者
た
ち
」（
ラ
テ
ン
語
で
「
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
」
は
「
エ
ン
ラ
イ
ト
メ
ン
ト
」
と
同
じ
意
味
）
と

あ
る
よ
う
に
、
蛇
人
種
と
「
光ラ
イ
ト」、「
照イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン明」
の
つ
な
が
り
。
古
代
文
書
で
、
蛇
の
「
神
々
」、「
堕

落
し
た
天
使
た
ち
」
が
「
太
陽
の
よ
う
に
」
輝
い
て
い
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
。

・
彼
ら
が
作
り
出
し
た
太
陽
と
月
の
シ
ン
ボ
ル
、
そ
し
て
諸
宗
教
は
（
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
）
こ
れ

ら
天
体
の
「
光
を
出
す
」
性
質
に
起
源
が
あ
る
。

・
蛇
人
種
は
「
監
視
者
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
「
全
て
を
見
通
す
目
」

の
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
、
ド
ル
紙
幣
、
ク
レ
ド
・
ム
ト
ゥ
ワ
の
神
秘
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
エ
ジ
プ
ト
の
ラ
ー

の
目
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
装
い
で
存
在
し
て
い
る
。

・「
光
を
も
た
ら
す
者
」
の
テ
ー
マ
。
こ
れ
が
「
ル
シ
フ
ァ
ー
」
と
金
星
の
名
称
と
な
っ
た
。
蛇
の

「
神
々
」
も
、
星
（
星
の
人
）
に
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
、
山
羊
の
頭
、
雄
羊
の
頭
の
シ
ン
ボ
ル
と
関
連
し

て
い
る
。

・
蛇
人
種
は
各
種
の
鳥
で
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
。
梟
ふ
く
ろ
う、
不フ
エ
ニ
ツ
ク
ス

死
鳥
、
鷲わ
し
、
鷹た
か
、
隼
は
や
ぶ
さ、
鳩
な
ど
。
有
名
な
例

が
、
中
米
の
「
羽
毛
の
生
え
た
蛇
」
の
神
、
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
（
マ
ヤ
の
人
々
は
ク
ク
ル
カ
ン
と
呼

SAMPLE
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ぶ
）
で
あ
る
。

・
蛇
人
種
と
火
の
つ
な
が
り
。
火
を
吹
く
竜
、
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ラ
マ
ン
ド
ラ
（
火
ト
カ
ゲ
）
な
ど
。

・
飲
血
と
「
神
々
」
へ
の
人
間
の
生い

け
贄に
え

の
テ
ー
マ
。
経
血
を
飲
む
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
魚
（
月
経
の

魚
）
に
象
徴
さ
れ
る
。

・
人
間
か
ら
爬
虫
類
の
姿
へ
の
変
身
の
テ
ー
マ
。

・
選
ば
れ
た
者
だ
け
に
解
読
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
て
い
る
象
徴
体
系
に
身
を
隠
し
、
噓
つ
き
、
詐さ

欺ぎ

師し

、
強
姦
犯
と
し
て
描
か
れ
た
蛇
人
種
。

・
五ご

芒ぼ
う
星せ
い
形
、
悪
魔
崇
拝
の
シ
ン
ボ
ル
、「
竜
」
と
し
て
の
「
悪
魔
」
の
テ
ー
マ
。
爬
虫
類
人
種
は
、「
シ

ャ
タ
ニ
」「
サ
タ
ニ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
テ
イ
タ
ン
」

（
集
合
的
に
「
タ
イ
タ
ン
」）
と
し
て
知
ら
れ
る
巨
人
の
人
種
で
、「
堕
落
し
た
天
使
」
の
一
種
。

・
選
ば
れ
た
代
理
人
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋
）
に
発
達
し
た
知
識
を
与
え
る
蛇
人
種
と
い
う
持
続
的
な
テ

ー
マ
。
そ
れ
に
付
随
す
る
記
述
と
し
て
、「
話
術
者
」
と
し
て
の
蛇
人
種
（
ホ
ピ
族
の
伝
承
の

「
話ト
ー
カ
ー
術
者
」
を
想
起
さ
れ
た
い
）。

「
話
術
者
」
が
出
現
す
る
理
由
の
一
つ
に
は
、「
天
使
」
と
い
う
言
葉
が
も
と
も
と
「
伝メ
ツ
セ
ン
ジ
ヤ
ー

達
者
」
を
意
味
し
、

蛇
人
種
が
人
間
の
代
理
人
に
情
報
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
宗
教
上
の
英
雄
が
「
天
使
」
の
訪
問
を
受

け
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
聖
書
の
聖
母
マ
リ
ア
も
、
コ
ー

SAMPLE
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ラ
ン
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
も
、「
ガ
ブ
リ
エ
ル
」
と
い
う
同
じ
「
天
使
」
の
訪
問
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

モ
ハ
メ
ッ
ド
自
身
が
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、「
話
術
者
」
の
テ
ー
マ
に
は
、
も
っ
と
深
い
理
由
も
あ
る
。
爬
虫
類
人
は
、
現
在
の
形
の
人
間
の

言
語
を
導
入
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
の
通
信
は
テ
レ
パ
シ
ー
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、「
神
（
神
々
）」

が
人
間
を
分
断
す
る
た
め
に
異
な
る
言
語
を
与
え
た
と
い
う
話
が
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
す
る
。
聖
書

の
バ
ベ
ル
の
塔
の
話
が
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
同
じ
話
が
世
界
中
に
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
を
導
入

し
た
蛇
人
種
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
言
葉
は
振
動
場
で
あ
る
が
、
爬
虫
類
人
は
、
会
話
（
我
々
が
言
語

と
呼
ん
で
い
る
振
動
の
通
信
）
を
導
入
し
て
操
る
こ
と
で
、
大
部
分
の
人
間
の
認
識
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
。

い
み
じ
く
も
、「
ラ
テ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、「
隠
さ
れ
た
」「
秘
密
の
」
を
意
味
す
る
言
葉
に
由
来
し
、
さ

ら
に
ア
ラ
ブ
の
「
ラ
ト
」（
覆お
お

い
隠
す
と
い
う
意
味
）
か
ら
来
て
い
る
。
ま
さ
に
言
語
は
、
人
間
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
す
る
た
め
の
秘
密
の
ヴ
ェ
ー
ル
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
サ
バ
ク
は
書
い
て
い
る
。

　
言
語
の
実
体
は
、
文
献
学
〔
言
語
〕
と
同
音
異
義
語
の
研
究
を
通
じ
て
濾ろ

過か

さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
に
現

れ
る
。
姿
を
隠
し
た
人
間
の
指
導
者
、
オ
カ
ル
ト
の
言
い
伝
え
に
登
場
す
る
天
使
と
は
、
影
の
主
人
も

し
く
は
王
と
識
別
さ
れ
る
爬
虫
類
人
の
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
と
数
学
を
教
え
た
竜
は
、
主
と
し
て
そ
の

知
識
を
、
数
字
を
並
べ
た
コ
ー
ド
に
埋
め
込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
数
学
、
幾
何
学
、
天
文
学
、
記
号
学
、

SAMPLE
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言
語
の
中
に
覆
い
隠
さ
れ
た
秘
密
の
歴
史
で
あ
る
。
体
系
的
か
つ
知
能
的
な
記
号
の
採
用
に
よ
り
、
蛇

と
そ
の
隠い
ん
蔽ぺ
い
に
関
す
る
秘
密
知
識
は
散
漫
に
な
る
。
人
間
に
対
す
る
不
信
か
ら
、
蛇
は
オ
カ
ル
ト
儀
式

の
背
後
に
隠
れ
た
。
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
蛇
は
、
戦
争
、
政
治
・
経
済
的
な
圧
力
を
か
け
て
諸

民
族
を
競
争
さ
せ
た
。
古
代
文
献
は
、
蛇
が
、
そ
の
計
画
と
人
間
と
の
取
引
に
お
い
て
二
枚
舌
だ
っ
た

こ
と
を
示し

唆さ

し
て
い
る
。

　
ど
れ
ほ
ど
広
範
に
蛇
人
種
と
そ
の
人
間
支
配
の
証
拠
が
存
在
す
る
か
を
知
る
に
は
、
暗コ
ー
ド号

を
解
明
す
る
必

要
が
あ
る
。
爬
虫
類
人
は
必
死
に
な
っ
て
隠
れ
た
ま
ま
で
い
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
鍵
を
開
け
、「
覆
い
」

と
な
っ
て
い
る
暗
号
、
シ
ン
ボ
ル
、
言
葉
、
数
学
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
覆
い

は
厚
く
、
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
蛇
人
種
と
は
何
ら
関
係
な
く
見
え
る
言
葉
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

こ
ん
に
ち
は
、
水
兵
さ
ん
│
│
蛇

「
天
の
船
」、「
上
の
海
」、キ
ン
グ
シ
ツ
プ
、ロ
ー
ド
シ
ツ
プ
ｅ
ｔ
ｃ

た
ち
の
お
好
み
は
海
事
用
語　

　
ピ
エ
ー
ル
・
サ
バ
ク
は
、
蛇
の
神
々
が
海
事
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
彼

ら
の
航
空
機
は
「
天
の
船
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
オ
シ
リ
ス
や
ラ
ー
な
ど
の
エ
ジ
プ
ト
の
神
話
の
中
に
、

こ
れ
に
類
似
し
た
航
海
の
テ
ー
マ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
テ
ー
ベ
の
聖
職
者
は
、
空
の
こ

SAMPLE
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と
を
「
上
の
海
」
と
表
現
し
、
神
々
を
運
ぶ
太
陽
の
船
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
爬
虫
類
人
の
こ
と
を
記
述

し
た
言
葉
に
は
、
し
ば
し
ば
「
水
兵
」
も
し
く
は
「
乗
組
員
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、「
天
使
の
群
れ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、
文
献
で
は
、「
群ホ
ス
トれ
」
の
こ
と
を
「
水
兵
」、「
放
浪
者
・
遊
牧
民
」、「
異エ
イ
リ
ア
ン

邦
人
」
と

記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
破
壊
者
」、「
強
姦
犯
」、「
略り
や
く
奪だ
つ
者し
や
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
蛇
」
も
し
く
は
「
両

生
類
」
と
し
て
登
場
す
る
。
今
日
の
世
界
的
な
法
律
制
度
が
海
事
用
語
と
海
事
関
連
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
が
、「
キ
ン
グ
シ
ッ
プ
（
王
政
）」、「
ロ
ー
ド
シ
ッ
プ
（
君
主
の
地
位
）」、

「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
権
）」、「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
（
結
び
付
き
、
血
縁
）」、「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

（
会
員
制
）」、「
ワ
ー
シ
ッ
プ
（
崇
拝
）」
な
ど
、
多
く
の
言
葉
の
末
尾
に
「
シ
ッ
プ
（
船
）」
が
あ
る
理
由
で

あ
る
。

　
現
代
人
に
与
え
ら
れ
た
名
称
の
「
サ
ピ
エ
ン
ス
」
も
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
係
し
て
お
り
、
極
め
て
重
要
な

暗
号
で
あ
る
。
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
名
詞
「
セ
ル
ペ
ン
ズ
（
蛇
、
竜
）」
に
由
来
し
て

お
り
、
こ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
サ
パ
ン
（
船
員
）」
と
も
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
サ
バ
ク
は
、「
バ
イ
ブ
ル

（
聖
書
）」
と
い
う
言
葉
は
「
ビ
ブ
ロ
ス
（
ボ
ー
ト
）」
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
、「
レ
リ

ジ
ョ
ン
（
宗
教
）」
と
い
う
言
葉
は
ラ
テ
ン
語
の
動
詞
「
レ
リ
ガ
レ
」（
ボ
ー
ト
を
係
留
す
る
）
に
由
来
す
る

と
言
っ
て
い
る
。

SAMPLE
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こ
れ
と
同
じ
こ
と
（
ボ
ー
ト
、
蛇
、
聖
書
の
関
連
性
）
が
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
も
見
受
け
ら
れ

る
。
コ
ー
ラ
ン
は
、
神
に
つ
い
て
「
神
の
印
の
中
に
は
船
が
あ
り
、
浮
か
ん
だ
山
々
の
よ
う
に
航
海
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
今
日
で
も
我
々
は
「
宇
宙
船
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
ま
た
、
サ
バ
ク
の
研
究
で
は
、

「
バ
ア
ル
（
主
）」
と
い
う
名
前
の
起
源
を
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
バ
ハ
ル
（
海
）」
か
ら
生
じ
た
「
バ
ー
・
ハ
ー

ル
（
水
兵
）」
に
求
め
、
宗
教
の
洗
礼
と
入
浴
の
儀
式
は
、
蛇
の
「
神
々
」
と
シ
ン
ボ
ル
的
な
航
海
の
関
連

か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い
る
。
彼
は
書
い
て
い
る
。

　
闘
争
を
擬
人
化
し
た
〔
ヘ
ブ
ラ
イ
の
〕「
ツ
ァ
バ
オ
ア
ス
〔
乗
組
員
、
蛇
人
種
〕」
は
、
水
兵
と
し
て

描
か
れ
た
オ
シ
リ
ス
神
の
系
統
を
歴
史
的
に
辿た
ど
っ
て
追
跡
で
き
る
。
オ
シ
リ
ス
の
ボ
ー
ト
の
崇
拝
は
、

宇
宙
船
（
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
）
を
峻し
ゆ
ん

別べ
つ

す
る
（
ワ
ー
シ
ッ
プ
＝
崇
拝
を
通
じ
て
典

礼
的
に
再
現
さ
れ
る
）。
教
会
は
、
王
と
統
治
に
分
類
さ
れ
る
ボ
ー
ト
と
し
て
図
式
的
に
配
置
さ
れ
る
。

古
英
語
の
名
詞w
eorthscipe

が
、
現
代
の
慣
用
句
のw

orship

（
崇
拝
）
に
音
訳
さ
れ
た
。w

orth

（
価
値
）
とship

（
船
）
の
合
成
語
を
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。scipe

（
船
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の

名
詞skaphos

（
ボ
ー
ト
）
の
指し

小し
よ
う辞じ

で
あ
り
、
艦
長
（skipper

）
と
船
（ship

）
で
納
得
で
き
る
。

　
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
神
殿
の
外
壁
に
帆
船
の
絵
が
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
シ
ン
ボ
ル

SAMPLE



23 第12章　暗号化された真実

思
想
で
あ
る
。
サ
バ
ク
は
、
地
球
上
で
爬
虫
類
人
の
司
祭
と
し
て
機
能
し
て
い
る
秘
密
結
社
に
関
係
の
深
い

複
数
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
興
味
深
く
結
び
付
け
て
い
る
。
彼
は
、
蛇
と
そ
の
司
祭
職
の
結
合
が
「
普
遍
的
に
達

成
」
さ
れ
た
と
し
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
語
と
セ
ム
語
に
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
と
言
う
。
ラ
テ
ン
語
で
「
ブ
ラ

ザ
ー
フ
ッ
ド
」
を
意
味
す
る
言
葉
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
邪
悪
な
悪
魔
（ifrit/afreet

）」
と
い
う
分
類
か

ら
派
生
し
た
「
友
愛
（fraternity

）」
で
あ
る
。
さ
ら
にifrit

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
のfritar

（
詐
欺
師
）
と

frt

（
詐
欺
）
に
由
来
し
、
ラ
テ
ン
語
のfratar

（
兄
弟
）、
蛇
の
知
識
の
守
護
者
と
つ
な
が
っ
た
と
サ
バ
ク

は
論
じ
て
い
る
。
こ
の
詐
欺
と
詐
欺
師
の
テ
ー
マ
は
、
蛇
人
種
の
隠
れ
た
支
配
（
こ
れ
は
類
似
の
言
葉
で
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
記
さ
れ
て
い
る
）
と
そ
れ
を
執
行
し
て
い
る
秘
密
結
社
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。fritar

は
現
代
ギ
リ

シ
ャ
語
の
「
フ
ィ
ー
デ
ィ
ー
」（
蛇
）
に
な
っ
た
。「
メ
イ
ソ
ン
」
と
い
う
言
葉
も
、
明
ら
か
に
「
建
築
者
」

と
関
係
が
あ
り
、
こ
れ
は
蛇
人
種
を
意
味
す
る
暗
号
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
サ
バ
ク
は
書
い
て
い

る
。

　
伝
統
的
に
赤
い
蛇
で
表
現
さ
れ
る
建メ
イ
ソ
ン

築
者
は
、
二
重
語
法
で
「
芸
術
（
ザ
・
ア
ー
ツ
）」
と
言
わ
れ

る
「
魔
法
の
船
」
と
相
互
に
関
係
し
て
い
る
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
と
ウ
バ
イ
ド
の
偶
像
で
は
、
赤
い
蛇
は
、

セ
イ
リ
ム
と
「
エ
イ
リ
ア
ン
（
ザ
リ
）」
の
祖
先
の
山
羊
と
魚
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
、「
月
経
の
魚
」
も
し
く
は
「
毛
の
生
え
た
蛇
」（
人
間
と
天
使
の
混
血
）
の
変
形
で
あ
る
。

SAMPLE
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聖
職
者
の
伝
承
は
、
建
築
者
（
天
使
）
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
魚
と
蛇
と
合
成
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
ラ

ビ
ア
語
の
言
い
回
し
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、「
チ
バ
ン
（
う
な
ぎ
）」
は
「
タ
バ

ン
（
蛇
）」
と
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、「
バ
ナ
（
建
築
す
る
こ
と
）」
と
い
う
動
詞
の
語
幹
か
ら
し
て
、

こ
れ
は
爬
虫
類
が
「
建
築
者
」
で
あ
る
こ
と
も
暗
示
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
承
は
、「
バ
ナ
イ

（
建
築
者
）」
を
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
語ご

彙い

に
「
レ
バ
ー
ナ
」
と
し
て
存
在
す
る
「
月
」
に
結
び
付
け
る
。

　
爬
虫
類
の
「
建
築
者
」
と
月
の
結
び
付
き
は
、
後
で
述
べ
る
が
、
完
全
に
本
質
を
捉と
ら
え
て
い
る
。
フ
リ
ー

メ
イ
ソ
ン
は
、「
偉
大
な
建
築
士
」（
や
は
り
建
築
者
の
暗
号
）
を
崇
拝
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
月
の
本
当
の

性
質
を
考
え
る
と
、
極
め
て
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
結
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
上
層
部
は
、
こ
う
し

た
シ
ン
ボ
ル
が
意
味
す
る
こ
と
を
全
て
熟
知
し
て
お
り
、
全
て
の
大
規
模
な
秘
密
結
社
、
そ
し
て
小
規
模
な

秘
密
結
社
の
大
部
分
は
、（
ご
く
内
部
の
メ
イ
ソ
ン
し
か
知
ら
な
い
が
）
一
体
化
し
た
蜘く

蛛も

の
巣
を
形
成
し

て
い
る
。

「
天
使
た
ち
」
と
は
誰
か
？
│
│
蛇

強
姦
犯

、
蛇

略
奪
者

、
蛇

ヤ
ハ
ウ
エ　

　
蛇
人
種
の
こ
と
を
「
堕お

ち
た
天
使
た
ち
」
と
表
現
す
る
例
は
、
聖
書
に
限
ら
ず
、
古
代
の
文
献
に
広
く
見

SAMPLE
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図134　天使（特に堕ちた天使）は爬虫類人を意味する暗号。
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バビロニアの月の女神セミラミス（イシュタル、リリス）および太陽神ニムロド
は、いずれも「天使」のように翼のついた姿で描かれている。

図135

図136

SAMPLE



27 第12章　暗号化された真実

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
語
の
「
ア
ン
ゲ
ロ
ス
（
天
使
）」
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「
ア
ン
グ
イ
ス
（
蛇
）」
に

由
来
し
、
こ
れ
は
「
ア
ン
グ
リ
ー
（
怒
り
）」
の
語
源
で
も
あ
る
と
サ
バ
ク
は
言
う
。

「
神
々
」
と
女
神
た
ち
は
、
い
つ
も
翼
な
ど
飛
翔
能
力
を
備
え
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

　
天
使
は
、
翼
の
つ
い
た
人
間
と
し
て
描
か
れ
、
し
ば
し
ば
微ほ
ほ
え笑
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
本
当
の
姿
を
覆
い

隠
し
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
伝
承
で
、
生
け
贄
と
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
向
か
っ
て
微
笑
ん
で

（
顔
を
歪ゆ
が

め
て
）
い
る
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
顔
を
歪
め
る
（
ハ

ア
ヴ
ァ
ヤ
）」
と
い
う
言
葉
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
毒
蛇
（
ア
フ
ァ
）」
と
結
び
付
い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
伝
承
で
「
残
忍
な
刈
り
取
り
者
（
グ
リ
ム
・
リ
ー
パ
ー
）」
と
言
わ
れ
る
微
笑
す
る
神
も
、
蛇
人
種
の
シ

ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
る
。
サ
バ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
蛇
（snake

）
の
頭
文
字
で
あ
る
Ｓ
を
加
え
る
だ

け
で
、「
笑
い
（laughter

）」
を
「
虐ぎ
や
く

殺さ
つ
（slaughter

）」
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
英
語
で
Ｓ
は

「
神
」（
蛇
の
神
）
を
意
味
す
る
接
頭
辞
だ
っ
た
。

　
堕
ち
た
天
使
は
（
爬
虫
類
人
の
常
で
あ
る
が
）
厳
格
に
階
層
に
分
化
し
て
い
た
。「
ア
ー
チ
」
は
ギ
リ
シ

ャ
語
で
「
族
長
」
を
意
味
す
る
「
ア
ル
ケ
」
に
由
来
し
て
お
り
、
こ
れ
が
「
ア
ー
チ
エ
ン
ジ
ェ
ル
（
大
天

使
）」
も
し
く
は
「
主
の
伝
言
者
」
つ
ま
り
、
爬
虫
類
人
の
「
大
い
な
る
存
在
」
の
伝
言
者
と
な
っ
た
。「
ア

ー
チ
」
は
、
シ
リ
ア
語
の
基
語
で
「
ハ
カ
（
話
す
こ
と
）」
に
関
係
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
意
味

す
る
俗
語
の
「
ハ
ッ
ク
」
は
こ
こ
に
由
来
し
て
い
る
。
サ
バ
ク
は
、「
ア
ー
チ
」
の
意
味
に
つ
い
て
こ
う
述

SAMPLE
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べ
て
い
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
語
の
語
幹
のarq

（
く
ね
く
ね
動
く
、
巻
き
付
け
る
）
とakh

（
輝
く
）
は
、
バ
ビ
ロ
ニ

ア
の
題
詞acan

（
輝
く
蛇
）
に
通
じ
て
い
る
。akh

は
、
秘
儀
的
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
「
光
を

受
け
た
者
」
を
表
現
す
る
名
詞
のakh

（
兄
弟
）
と
し
て
採
用
さ
れ
、acan

（
輝
く
蛇
）
の
側
音
で
あ

る
。
現
代
ア
ラ
ビ
ア
語
で
動
詞
の
語
幹
のakh

は
、haqq

（
真
実
）
と
い
う
語
へ
の
付
加
語
で
あ
り
、

「
支
配
者
」
の
意
味
で
あ
るhakim

とlum
inary

（
光
り
輝
く
、
指
導
者
）
と
常
に
併
用
さ
れ
る
。
さ

ら
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
、akh
は
接
尾
辞
と
し
てm

al

’akh

（
輝
く
王
を
意
味
す
る
「
天
使
」）
と
い

う
語
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
聖
書
の
神
々
の
名
前
「
エ
ロ
ヒ
ム
」
は
、「
光
」
を
意
味
す
るeloh

に
由
来
す
る
。「
ア
ー
チ
」
は
さ
ら

に
ラ
テ
ン
語
のarchus

（
ア
ー
チ
、
曲
線
の
意
）
と
結
び
付
い
て
お
り
、
円
は
爬
虫
類
も
し
く
は
竜
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
。
サ
バ
ク
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
のigul
（
円
）
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
名
詞gul

（
悪
魔
）
と
同

等
で
あ
り
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
副
詞Pairi

（
周
囲
に
）
は
、「
ペ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ペ
ル
シ
ャ
の
「
蛇
人

種
」
に
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
円
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
空
飛
ぶ
蛇
の
円
盤
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
蛇
人
種
が
円
と
星
に
よ

SAMPLE
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っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
12
の
星
が
環
状
に
配
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
旗
や
ア
メ
リ
カ
の
国
旗

の
星
も
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
サ
バ
ク
は
、
古
代
の
聖
典
が
「
天
使
た
ち
」
の
こ
と
を
「
強
姦
犯
・

略
奪
者
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
（
聖
書
の
ネ
フ
ィ
リ
ム
の
よ
う
に
）
を
解
説
し
、
侵
略
軍
に
な
ぞ
ら
え

て
い
る
。
侵
略
軍
＝
「
群
れ
（host

）」
と
い
う
語
は
、「
神
聖
（holy

）」
と
関
連
し
て
い
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ

や
バ
ア
ル
な
ど
古
代
の
神
々
は
、「
群
れ
の
主
」
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
は
「
蛇
」
と
同
一
視
さ

れ
て
い
た
。

　
サ
バ
ク
は
、
古
代
シ
リ
ア
語
に
お
け
る
蛇
と
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
」
と
い
う
「
神
」
の
名
を
比
較
す
る
重
要
な
考

察
を
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
の
意
味
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
蛇
と
し
て
描
い
て
お
り
、「
シ
ャ
ダ
イ
」（
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
別
名
）
の
テ
ー
マ
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
と
い
う
。「
シ
ャ
ダ
イ
」
と
い
う
名
は
、「
シ
ェ
ド
」（
悪
魔
）

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
ウ
バ
イ
ド
の
小
像
で
は
蛇
（
蛇
の
よ
う
な
存
在
）
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
爬
虫
類
人
を
多
次
元
的
と
し
、
古
代
の
セ
ム
語
の
名
詞djen

（
蛇
の
意
）
に
由
来
す
るJinn

ま
た
は

djinn

と
表
現
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
伝
承
で
も
同
じ
で
あ
る
と
サ
バ
ク
は
指
摘
し
て
い
る
。
ヒ
エ
ロ
グ

リ
フ
で
は
コ
ブ
ラ
で
あ
り
、d

ま
た
はdj

と
翻
訳
さ
れ
る
。
本
書
で
は
す
で
に
こ
の
テ
ー
マ
を
論
じ
て
き

た
が
、
私
が
長
年
主
張
し
て
き
た
こ
と
（
全
て
の
宗
教
は
蛇
の
「
神
々
」
の
崇
拝
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ

と
）
の
証
拠
が
ま
す
ま
す
揃
い
つ
つ
あ
る
。

　
サ
バ
ク
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
ア
ッ
カ
ド
のD

j-En

は
「
蛇
で
あ
る
主
人
」
を
意
味
し
、D

j-A
n

は
「
天
の

SAMPLE
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蛇
」
を
意
味
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
が
、「
遺
伝
子
（gene

）」
と
い
う
言
葉
も
、

セ
ム
語
のdjen

に
由
来
し
て
お
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
のJinn

（
蛇
）
と
シ
リ
ア
語
のjins

（
性
）
とjinsi

（
性

的
）
の
間
に
も
明
ら
か
に
つ
な
が
り
が
あ
る
。
米
国
内
の
主
な
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
団
体
に
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ

（
安
全
保
障
問
題
ユ
ダ
ヤ
研
究
所
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ
の
安
全
保
障
を
米
国
の
外
交
政

策
の
核
心
に
据
え
る
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
で
あ
る
。
子
ブ
ッ
シ
ュ
時
代
の
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

デ
ィ
ッ
ク
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
、
ド
ヴ
・
ザ
ク
ハ
イ

ム
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ル
な
ど
、
ネ
オ
コ
ン
派
閥
の
錚そ
う
々そ
う
た
る
指
導
者
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
が
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
侵
略
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
コ
ー
ラ
ン
の
章
はsura

と
呼
ぶ
が
、
サ
バ
ク
に
よ
る

と
、
こ
の
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
でsaura
（
ト
カ
ゲ
）
に
置
き
換
わ
っ
た
堕
ち
た
天
使
の
テ
ー
マ
と
関
係
し

て
い
る
と
い
う
。「
慈
悲
の
主
」
と
題
さ
れ
た
第
55
章
（sura

）
の
31
〜
33
節
に
は
、thaqal

（
強
大
な
軍

隊
）
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
我
々
は
、
二
つ
の
巨
大
な
軍
隊
を
手
配
す
る
だ
ろ
う
。（
略
）
ジ
ン
（Jinn

）
と
人
類
よ
、
天
と
地

の
諸
地
域
を
通
り
越
し
て
い
け
る
な
ら
、
そ
う
せ
よ
。
我
々
の
許
可
な
く
通
過
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
古
代
文
献
と
暗
号
化
さ
れ
た
言
い
回
し
か
ら
は
、
何
ら
か
の
戦
争
の
後
に
人
類
を
奴
隷
化
し
た

SAMPLE
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蛇
人
種
の
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
の
姿
を
し
た
代
理
人
を
介
し
て
影
か
ら
秘
か
に
管
理
さ
れ
て
い
る
監
獄
国

家
と
し
て
の
地
球
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
の
印
象
を
全
般
的
に
受
け
る
。
サ
バ
ク
の
言
語
研
究
は
、
蛇
人

種
、
堕
ち
た
天
使
、「
王
家
」
の
血
筋
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
の
つ
な
が
り
を
裏
付
け
て
い
る
。
彼
は
、「
統
治

者
の
血
筋
は
、
蛇
（
堕
ち
た
天
使
の
人
種
）
を
介
し
て
〔
遺
伝
子
が
〕
複
製
さ
れ
た
人
間
と
天
使
の
混
血
の

家
系
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
「
裏
切
り
者
の
集
団
」
は
ラ
テ
ン
語
で
はserpentigena

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
蛇
の

種
族
」
あ
る
い
は
「
蛇
の
子
孫
」
と
翻
訳
で
き
る
。
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
の
伝
承
で

serpentigena

と
い
う
堕
ち
た
部
族
と
し
て
偲し
の
ば
れ
て
お
り
、
星
ま
た
は
竜
に
「
形
態
化
」
さ
れ
た
と
い
う
。

爬
虫
類
人
と
王
族
の
つ
な
が
り
は
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
のbasilikos

（
王
家
）
は
、

basiliskos

（
蛇
）
か
らbasileus

（
王
）
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
「
王
家
」
と
「
蛇
」
の
関
連
性
を
示
す
言

葉
は
世
界
中
に
あ
る
。
サ
バ
ク
は
書
い
て
い
る
。

　
ア
ッ
カ
ド
語
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
称
号peor
（
蛇
）
とpala

（
王
）
は
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
名

詞m
ar

（
蛇
）
とm

al

（
指
導
者
）
に
相
当
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
に
翻
訳
さ
れ
、basiliskos

（
蛇
）
か
らbasileus

（
王
）
に
な
っ
た
。basiliskos

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
称
号baskanos

（
魔
術

師
）
の
語
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
、
王
族
の
こ
と
をhem

itheos

（
半
神
）
と
言
い
、

SAMPLE
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ま
さ
に
「
半
分
が
神
」（
人
間
と
天
使
の
混
血
）
で
あ
り
、helm

inthos

（
寄
生
虫
）
を
も
じ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
聖
史
劇
で
は
、hem

itheos

はdioskouros

（
太
陽
神
）
と
い
う
称
号
で
呼

ば
れ
る
が
、
こ
れ
はdiosauros

（
爬
虫
類
の
神
）
の
暗
号
化
さ
れ
た
言
い
方
で
あ
る
。

　
蛇
の
神
々
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
そ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
「
王
族
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
爬
虫
類
も
し
く
は
「
竜
」（
監
視
者
）
の
円
と
目
の
シ
ン
ボ
ル
で
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
族
の
皇
帝
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
英
雄
、
王
、
支
配
者
に
は
、
爬
虫
類
や
両
生
類
に
関
係
し
た
誕

生
話
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
軍
隊
を
率
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
、
ト
ロ
イ
を
征
服
し
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
に
向
か
い
、
バ
ビ
ロ
ン
で
紀
元
前
3
2
3
年
に
33
歳
で
死
去

し
て
い
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、「
蛇
の
息
子
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
で
建
設
し
た
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア
は
、「
蛇
の
息
子
の
都
市
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
同
じ
テ
ー
マ
の
反
復
が
見
ら
れ

る
。
伝
説
で
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
実
の
父
は
蛇
の
神
「
ア
モ
ン
」（
隠
れ
た
者
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
同
じ
素
性
を
持
つ
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
朝
の
創
設
者
メ
ロ
ヴ
ィ
ー
の
話
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

蛇征
服
軍

の
聖
職
者
「
サ星

の

人

々

ー
ビ
ア
ン
」
は
ア

バ
ビ
ロ
ン
と
テ
ー
ベ

モ
ン
（
ア蛇

の
神
の
名

ー
メ
ン
）
を
拠
点
に　
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爬
虫
類
人
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
血
筋
と
、
地
球
規
模
の
秘
密
結
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蛇
人
種
の
エ
リ
ー
ト
聖

職
者
た
ち
）
の
最
高
レ
ベ
ル
で
保
持
さ
れ
て
い
る
秘
密
知
識
に
関
し
て
、
私
は
何
年
も
述
べ
て
き
た
。
こ
の

聖
職
者
た
ち
の
拠
点
は
、
古
代
の
中
東
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
特
に
シ
ュ
メ
ー
ル
、
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
）

に
あ
っ
た
と
特
定
で
き
る
（
た
だ
し
、
我
々
の
認
識
す
る
時
間
的
に
は
、
さ
ら
に
前
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
）。
悪
魔
崇
拝
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
相
互
に
つ
な
が
っ
た
秘
密
結
社
の
大
親
方
（
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ス
タ
ー
）

や
高
位
の
構
成
員
は
、
こ
の
古
代
の
神
殿
や
秘
教
学
派
の
蛇
の
聖
職
者
の
現
代
版
で
あ
る
。

　
サ
バ
ク
が
行
っ
た
言
葉
の
研
究
も
、
こ
の
テ
ー
マ
を
裏
付
け
て
い
る
。
彼
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
し
た

「
ノ
ア
の
人
々
」
で
あ
る
サ
ー
ビ
ア
教
の
聖
職
者
が
何
百
年
も
辿
っ
た
道
を
追
跡
し
た
。
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、

「
サ
ー
ビ
ア
教
」（
サ
ー
ビ
ア
ン
）
は
、
英
語
で
一
文
字
違
い
で
「
フ
ェ
ビ
ア
ン
」
に
な
る
が
、Saba

’ia

（
星

の
人
々
）
と
い
う
言
葉
か
ら
「
星
の
人
々
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
サ
ビ
の
聖
職
者
は
、
軍ホ
ス
ト隊
と
蛇

に
一
致
す
る
と
彼
は
言
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
星
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
シ
ン
ボ
ル
）
は
、「
光
の
子
供
た

ち
」（
サ
ビ
人
）
と
関
係
し
て
お
り
、
星
と
杖
（
王
権
）
は
そ
の
血
筋
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
サ
バ
ク
は
述

べ
て
い
る
。

　
セ
ム
語
の
伝
承
で
は
、
蛇
は
「
征
服
軍
（tsabaoth

）」
と
し
て
描
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
語
は
、

現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
名
詞saba, s

’baot, sabaoth

か
ら
来
て
い
る
。
言
語
学
的
に
は
、tsabaoth

は
、
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tsevet

（
乗
組
員
）
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
厳
密
に
は
「
船
舶
の
乗
組
員
」
に
特
定
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ

の
言
い
伝
え
は
、tsabaoth

の
こ
と
を
明
確
にsaba

（
星
、
軍
団
）
を
表
す
「
ボ
ー
ト
の
軍
団
も
し

く
は
海
軍
の
巡
回
者
」
と
し
て
い
る
。

　
言
語
面
の
研
究
か
ら
は
、
特
に
バ
ビ
ロ
ン
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
「
テ
ー
ベ
」
と
言
わ
れ
た
都
市
（
ア
モ
ン
の

都
市
）
の
聖
職
者
が
際
立
っ
て
く
る
。「
ア
モ
ン
」
と
い
う
神
は
、
他
に
も
「
ア
モ
ン
・
ラ
ー
」、「
ア
ツ

ム
・
ラ
ー
」、「
ア
ー
メ
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
ニ
ム
ロ
ド
・
タ
ン
ム
ズ
の
異
形
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
毎
度
の
祈
り
の
終
わ
り
に
、
こ
の
蛇
の
神
の
名
前
「
ア
ー
メ
ン
」
を
唱
え
て

い
る
。
サ
バ
ク
が
行
っ
た
言
葉
の
関
連
付
け
、
意
味
、
派
生
の
研
究
は
、「
オ
シ
リ
ス
」、「
オ
ア
ン
ネ
ス
」、

「
バ
ア
ル
」、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
神
々
を
的
確
に
一
つ
の
存
在
に
結
び
付
け
た
が
、
さ
ら
に
世

界
中
の
多
く
の
神
々
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
彼
は
、
ア
ッ
カ
ド
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
エ
ジ
プ
ト
語
の
語
彙
が
似
て
い
る
こ
と
は
、「
蛇
（
天
使
）
の
神

格
化
は
、
太
陽
神
ア
ツ
ム
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
示
唆
」
し
て
い
る
と
言
う
。
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、
バ
ビ
ロ
ニ

ア
帝
国
を
築
い
た
の
は
ハ
ム
ラ
ビ
王
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
ア
マ
ン
の
司ラ

祭ビ

」
と
解
釈
で
き
、
直
訳
す

る
と
「
隠
れ
た
西
の
聖
職
者
」
に
な
る
。
そ
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン
と
、
テ
ー
ベ
の
聖
職
者
は
、
テ
ー
ベ
（
紀
元

前
2
0
6
0
年
か
ら
紀
元
前
1
0
8
5
年
ま
で
の
間
に
3
度
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
に
な
っ
た
）
ま
で
拡
大
し
て

SAMPLE
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い
た
ハ
ム
ラ
ビ
の
王
国
と
根
底
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
た
。

「
テ
ー
バ
ン
」（
テ
ー
ベ
人
）
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
のta

’ban

（
蛇
）
と
エ
ジ
プ
ト
系
ア
ラ
ビ
ア
語
のteaban

（
コ
ブ
ラ
）
に
由
来
し
て
い
る
。
テ
ー
ベ
人
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のA

nguigena

は
、「
蛇
の
子
孫
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
蛇
人
種
と
そ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
人
間
の
「
秘イ

ニ

シ

エ

イ

ト

伝
を
受
け
た
者
」
の
関
係
は
、
い
ず
れ
も

「
学
生
」
を
意
味
す
るtalib, taliba, taliban

と
い
う
語
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
の
古
典
を
著
し
た
プ

リ
ニ
ウ
ス
な
ど
に
よ
る
と
、
バ
ッ
カ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
版
の
イ
エ
ス
）
は
、「
テ
ー
ベ
の
統
治
者
」
で
あ
り
、

「
ゼ
ウ
ス
の
息
子
」（
ギ
リ
シ
ャ
語
でdioskouros

）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、

diosauros

（
爬
虫
類
の
神
）
を
謎
め
い
た
言
い
回
し
に
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
サ
バ
ク
は
、
言
語
学
を
使
い
、（
バ
ビ
ロ
ン
の
聖
職
者
と
と
も
に
）
テ
ー
ベ
の
聖
職
者
が
ロ
ー
マ
へ
、
さ

ら
に
ロ
ン
ド
ン
（
新
た
な
ロ
ー
マ
、
新
た
な
バ
ビ
ロ
ン
）
へ
と
移
っ
た
の
を
追
跡
し
て
い
る
。
サ
バ
ク
は
書

い
て
い
る
。

　
古
代
秩
序
に
お
い
て
テ
ー
ベ
の
政
府
は
、
コ
ブ
ラ
の
王
冠
（
秘
か
に
シ
リ
ア
と
合
意
し
た
意
匠
）

（
略
）
とA
m
un

の
名
詞
句
「
西
の
聖
職
者
」
に
わ
ざ
と
間
違
っ
た
解
釈
を
付
け
た
。
そ
う
し
て
付
け

ら
れ
た
名
称
は
、Aam

u, Em
ori, Erech, U

ruq, A
m
orite, Canaanite, U

m
m
a, H
yksos, M

artu, 
M
edoi, M

ada

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
歴
史
を
通
じ
て
秘
か
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
バ

SAMPLE
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図137　エジプトの神々（オシリスとアトゥン）の頭飾りは隆々たる男根。
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ビ
ロ
ニ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
テ
ナ
イ
、
ロ
ー
マ
の
世
襲
支
配
者
に
種
を
ま
き
、「
西
の
帝
国
」、
礎そ

石せ
き

、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ン
ト
ル
」
と
公
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
オ
シ
リ
ス
の
金
色
の
男
根
の
シ
ン
ボ
ル
と
、
そ
れ
と
類
似
し
た
神
話
（
ズ
ー
ル
ー
族
の
ク
レ
ド
・

ム
ト
ゥ
ワ
の
「
神
秘
の
首
飾
り
」
に
あ
る
金
色
の
男
根
の
原
型
な
ど
）
も
あ
る
。
オ
シ
リ
ス
（
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
で
名
称
は
違
っ
て
も
オ
シ
リ
ス
に
相
当
す
る
も
の
）
は
「
闇
の
者
」（
エ
ジ
プ
ト
の
神
話
で
は
セ
ト
）

に
殺
さ
れ
、
そ
の
身
体
は
た
く
さ
ん
の
断
片
に
切
り
刻
ま
れ
た
と
い
う
。
エ
ジ
プ
ト
の
イ
シ
ス
の
よ
う
な
処

女
母
が
、
男
根
以
外
の
全
て
の
断
片
を
見
つ
け
出
し
、
男
根
は
金
色
の
も
の
に
置
き
換
え
た
。
こ
れ
は
爬
虫

類
人
が
人
間
の
遺
伝
子
に
入
り
込
ん
で
き
た
と
き
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
図
1
3
7
に
オ
シ
リ
ス
と
ア

ト
ゥ
ン
が
男
根
の
頭
飾
り
を
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
何
と
も
お
か
し
な
ペ
ア
ル
ッ
ク
だ
。

ソ
秘

密

ダ
リ
ス
ト
、
サ黒

い
ウ
ド
、
黒寡

頭

勢

力

い
貴
族
、
ソフ

エ
ビ
ア
ン
協
会

シ
ア
リ
ス
ト
、
ザ監

視

者

ド
ク
派
、
メ救

世

主
セ
ー
、
サエ

ツ
セ
ネ
派
へ

ド
カ
イ
派　

　
ソ
ダ
リ
ス
ト
（
秘
密
）
の
聖
職
者
は
、
何
千
年
も
の
間
、
爬
虫
類
人
に
よ
る
奴
隷
化
の
進
行
に
関
わ
っ
て

き
た
。
こ
れ
も
、Zenda

（
ペ
ル
シ
ャ
語
）、Sauda

（
シ
リ
ア
語
）、Soter

（
ギ
リ
シ
ャ
語
。
救
世
主
の
意
）、

Sodi

（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
）、Sodalist

（
ラ
テ
ン
語
）
と
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
のSauda

が
、
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サ
ウ
ド
家
と
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
名
称
の
本
当
の
起
源
で
あ
る
。「
イ
ス
ラ
ム
」
の
サ
ウ
ド
王
家
の
専

制
君
主
が
い
つ
も
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
そ
の
陰
謀
団
に
従
順
な
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。sauda

は
「
黒
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
登
場
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
族
・
貴
族
・
金
融
一
族
（
悪
魔
崇
拝
の

メ
デ
ィ
チ
家
な
ど
の
寡か

頭と
う
勢
力
を
含
む
）
を
指
す
「
黒
い
貴
族
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
も
こ
こ
に
あ
る
。

　
ソ
ダ
リ
ス
ト
は
「
ソ
シ
ア
リ
ス
ト
（
社
会
主
義
者
）」
と
も
よ
く
似
て
い
る
が
、
社
会
主
義
と
い
う
政
治

制
度
は
、
世
界
全
体
で
権
力
を
集
中
化
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
大
の
推
進
者
の
一
つ
が

フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ダ
リ
ス
ト
は
ザ
ド
ク
の
系
統
に
属
し
、
一
部
の
古
代
伝
承
に
よ
る
と
、

監
視
者
（
蛇
人
種
）
の
血
筋
で
あ
る
「
ザ
ド
ク
派
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
王
の
戴た
い
冠か
ん
式し
き
に
は

ヘ
ン
デ
ル
の
合
唱
曲
『
司
祭
ザ
ド
ク
』
が
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
ソ
ロ
モ
ン
王
」
に
油
を
塗
っ
た
（
選
定

し
た
）
と
言
わ
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
の
司
祭
長
に
因ち
な
ん
だ
曲
名
で
あ
る
。
ザ
ド
ク
と
い
う
名
は
、
祭
司
王
「
メ
ル

チ
・
ザ
デ
ク
」
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
爬
虫
類
」
を
意
味
す
るZokhel

に
関
係
し
て

い
る
。
先
述
の
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
戴
冠
式
で
今
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
油
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ

オ
の
戴
冠
式
の
大
き
な
特
徴
だ
っ
た
ナ
イ
ル
川
の
ワ
ニ
の
「
メ
セ
ー
」
の
脂
肪
を
象
徴
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ

ト
の
儀
式
上
の
称
号
「
モ
シ
ェ
」
は
、「
ナ
イ
ル
川
の
ワ
ニ
の
脂
肪
（
油
）
を
塗
ら
れ
た
者
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。「
メ
セ
ー
」
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
の
伝
説
で
い
つ
か
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
救メ

世シ

主ア

」
の

言
葉
が
で
き
た
。
救
世
主
と
は
、
ワ
ニ
の
脂
肪
を
塗
ら
れ
た
者
で
あ
り
、
次
の
フ
ァ
ラ
オ
で
あ
り
、
蛇
人
種

SAMPLE



39 第12章　暗号化された真実

を
代
理
し
て
地
球
を
統
治
す
る
者
で
あ
る
。
サ
バ
ク
は
、
ザ
ド
ク
と
い
う
語
の
つ
な
が
り
を
こ
う
述
べ
て
い

る
。

　

Zadok
と
い
う
称
号
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のsadhu

（
聖
人
）
と
い
う
称
号
と
一
致
す
る
。
イ

ス
ラ
ム
教
の
伝
統
で
は
、Zadok

あ
る
い
はZadik

は
、Sadat

（
主
人
た
ち
、
ま
た
は
、
聖
な
る
預

言
者
の
子
孫
）
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
秘
教
的
に
は
、Zadik

と
い
う
語
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
王
の
隠
れ
た

血
筋
を
示
す
と
き
に
使
う
。
こ
の
証
拠
は
、
古
代
セ
ム
語
に
暗
号
化
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
。

　

Zadok

あ
る
い
はZadik
は
、Sed-H

yk

（
狩
り
を
す
る
王
）
と
同
等
のSod-H

yk

（
隠
れ
た
王
）

の
回ア
ナ
グ
ラ
ム文
で
あ
る
。H

yk

（
カ
ナ
ン
人
の
言
葉
で
統
治
者
の
意
）
は
、H

yksos

﹇
ア
イ
ク
註
：
あ
る
時

代
に
エ
ジ
プ
ト
を
支
配
し
た
「
羊
飼
い
」
も
し
く
は
「
外
国
王
」
の
こ
と
で
、
私
の
以
前
の
著
作
で
蛇

の
血
筋
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
﹈
の
指
小
辞
で
あ
る
。Zadik

も
し
く
はSed-H

yk

の
伝で
ん
播ぱ

は
、

モ
ー
ゼ
の
ソ
ダ
リ
ス
ト
の
聖
職
者
に
さ
か
の
ぼ
る
サ
ド
カ
イ
派
の
系
統
を
通
じ
て
い
る
。
サ
ド
カ
イ
派

（
ソ
ダ
リ
ス
ト
）
が
、「
秘
密
」
の
血
筋
を
通
じ
て
受
け
継
が
れ
た
「
サ
ウ
ジ
」、「
サ
ウ
ダ
」（
黒
い
貴

族
）
の
背
後
に
い
る
。

　
ま
た
、
サ
バ
ク
は
、
ザ
ド
ク
（
ザ
デ
ィ
ク
）
派
と
サ
ド
カ
イ
派
が
、
い
か
に
ア
ラ
ビ
ア
の
ザ
ン
デ
ィ
ク
派
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と
同
一
の
世
界
観
を
持
っ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。Zenda

は
、
ザ
ド
ク
派
と
ソ
ダ
リ
ス
ト
の
別
名
だ
っ

た
。
名
前
は
違
う
が
、
同
じ
チ
ー
ム
に
い
た
。
サ
バ
ク
に
よ
る
と
、
初
期
の
新
約
聖
書
の
記
述
に
は
、「
イ

エ
ス
」
と
そ
の
「
兄
弟
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」
を
ザ
デ
ィ
ク
派
（
サ
ド
カ
イ
派
）
と
認
め
て
い
た
。
こ
れ
は
我
々

の
関
心
を
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
一
派
で
あ
る
エ
ッ
セ
ネ
派
（『
死
海
文
書
』
を
作
っ
た

と
さ
れ
る
）
に
向
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
こ
と
を
、
ま
さ
に
「
ザ
ド
ク
の
息
子
」、「
正
義
の

息
子
」
で
あ
る
と
称
し
て
い
た
。

カ頭

蓋

骨

プ
ト
ル
で
通
底
│
│
キ米

国

会

議

事

堂

ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
、
バ雌

山

羊

の

頭

フ
ォ
メ
ッ
ト
、
ゴイ

エ
ス
の
磔

ル
ゴ
ダ
、
モ子

供
に
危
害

サ
ド
、
ナユ

ダ
ヤ
教
司
祭

チ
ス　

　
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
な
シ
ン
ボ
ル
に
頭ず

蓋が
い
骨こ
つ
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
両
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
な
ど
米
国
の
有
力
者
を
多
く
輩
出
し
た
エ
ー
ル
大
学
の
「
ス
カ
ル
＆
ボ
ー
ン
ズ
協
会
」
が
使
用
し
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
の
が
、
頭
蓋
骨
と
骨
で
あ
る
。
頭
蓋
骨
（
お
よ
び
身
体
の
骨
）
は
、
蛇
の
「
神
々
」
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
彼
ら
が
行
っ
て
い
る
儀
式
の
生
け
贄
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
政
治
と
宗
教

（
い
ず
れ
も
「
頭
蓋
骨
」
の
陰
謀
集
団
が
支
配
し
て
い
る
）
の
世
界
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
（
国
会
議
事
堂
）
は
、
ロ
ー
マ
で
ユ
ピ
テ
ル
神
に
向
け
て
神
殿
を
建
築
し
た

キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
と
い
う
地
名
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。「
キ
ャ
ピ
ト
ル
」
は
、
ラ
テ
ン
語
のcaput
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